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財
政
再
建
と
破
綻
の
コ
ス
ト
の
比
較
考
量
が
重
要

。
財
政
が
破
綻
す
る
と
イ
ン
フ
レ
や
銀
行
危
機
誘
発

。
政
府
に
よ
る
外
貨
資
産
購
入
で
将
来
の
円
安
防
げ

消
費
税
増
税
や
年
金
受
給
年
齢

引
き
上
げ
論
議
が
深
ま
る
中
で
、

財
政
再
建
に
伴
う
痛
み
が
現
実
昧

を
帯
び
て
き
た
。
一
方
、
ギ
リ
シ
ャ

を
震
源
と
す
る
欧
州
危
機
を
み
れ

ば
、
財
政
再
建
に
失
敗
し
た
場
合

に
経
済
に
何
が
起
き
る
の
か
一
概

に
は
想
像
し
が
た
い
。
日
本
の
財

政
再
建
を
論
じ
る
際
、
こ
れ
ら
の

経
済
厚
生
上
の
コ
ス
ト
、
つ
ま
り

社
会
全
体
の
満
足
度
に
対
す
る
悪

影
響
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

増
税
や
歳
出
削
減
と
い
う
財
政
再

建
に
よ
る
生
活
水
準
の
低
下
と
、

財
政
が
破
綻
し
た
場
合
の
国
民
生

活
の
混
乱
の
比
較
考
量
で
あ
る
。

移熱
砂織都

移
像
機

前
者
の
財
政
再
建
に
伴
う
経
済

厚
生
上
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

最
近
、
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
増

税
や
歳
出
削
減
が
起
き
れ
ば
、
民

間
の
消
費
や
投
資
が
抑
制
さ
れ
る

だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
民
間
部
門
の

反
応
を
考
慮
し
つ
つ
経
済
厚
生
上

の
コ
ス
ト
を
考
察
す
る
の
に
有
用

な
の
が
、

D
S
G
Eと
よ
ば
れ
る

新
古
典
派
一
般
均
衡
モ
デ
ル

(キ

ー
ワ
ー
ド
参
同
照
)
に
よ
る
分
析
だ
。

米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
校
の
ゲ
イ
リ
l
・
ハ
ン
セ

ン
教
授
と
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
の
セ
ラ
ハ
テ
ィ
ン
・
イ
ム
ロ
ホ

ロ
グ
ル
教
授
は
、
こ
の
モ
デ
ル
を

使
っ
て
日
本
経
済
を
記
述
し
、
財

政
再
建
に
伴
う
経
済
厚
生
コ
ス
ト

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
し
た

(
論
文
は
未
定
稿
)
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
消
資
税
増
税

で
財
政
の
持
続
可
能
性

(キ
ー
ワ

ー
ド
)
を
回
復
す
る
に
は
、
現
在

5
%
の
消
費
税
率
を
お
%
に
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
経
済
厚
生
上

の
コ
ス
ト
は
国
民
の
消
費
が
恒
久

的
に
1
・
5
%
減
る
の
と
同
じ
だ

と
い
う
。
ま
た
所
得
増
税
よ
り
消

費
増
税
で
財
政
再
建
す
る
方
が
望

ま
し
い
こ
と
も
一ホ
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
米
ア
ト
ラ
ン
タ
連
銀

の
R
・
ア
ン
卜
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
氏

と
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ダ

グ
ラ
ス

・
ジ
ョ
イ
ン
ズ
教
授
は
、

勤
労
期
と
引
退
期
と
い
っ
た
タ
イ

プ
の
違
う
世
代
が
存
在
す
る
世
代

重
複
モ
デ
ル
を
使
い
分
析
を
行

い
、
財
政
が
持
続
可
能
と
な
る
に

小林慶一郎
一橋大学教授

は
2
0
1
7年
に
消
費
税
率
を
お

%
に
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
示
唆

し
た

(未
定
稿
)。

初
%
以
上
の
消
費
税
率
と
い
う

こ
れ
ら
の
一示
唆
は
、
消
費
税
率
上

げ
自
体
へ
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
強
い

現
在
の
政
治
状
況
を
考
え
る
と
、

気
が
遠
く
な
る
ほ
ど
厳
し
い
数
字

だ
。
税
率
の
上
げ
幅
を
圧
縮
す
る

に
は
厳
し
い
歳
出
削
減
が
必
要

で
、
そ
れ
も
消
費
増
税
同
様
大
き

な
政
治
的
困
難
を
伴
う
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
一
般
均
衡
モ
デ

ル
に
よ
る
財
政
の
分
析
で
は
、
財

政
再
建
(
増
税
)
が
も
た
ら
す
経

【
新
古
典
派

一
般
均
衡
モ
デ

ル】

財
政
再
建
の
コ
ス
ト
と

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
正
確
に
分
析

す
る
た
め
に
は
、
政
府
の
政
策

変
更
に
対
す
る
反
応
と
し
て
家

計
や
企
業
が
ど
う
行
動
を
変
化

さ
せ
る
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
旧
来
の
マ
ク
ロ
経
済

モ
デ
ル

(
ケ
イ
ン
ズ
モ
デ
ル
)

で
は
、
政
策
変
更
に
対
し
て
家

計
や
企
業
は
行
動
様
式
を
変
化

さ
せ
な
い
と
仮
定
し
て
い
た
。

新
古
典
派
一
般
均
衡
モ
デ
ル

は
、
ミ
ク
ロ
経
済
理
論
を
ベ
ー

ス
に
個
々
の
経
済
主
体
の
行
動

変
化
を
描
写
し
な
が
ら
、
そ
れ

が
マ
ク
ロ
変
数
(
消
費
、
雇
用
、

投
資
な
ど
)
に
ど
う
影
響
す
る

か
を
明
示
的
に
示
す
も
の
で
、

金
融
当
局
な
ど
が
政
策
効
果
分

析
に
よ
く
用
い
て
い
る
。

【
財
政
の
持
続
可
能
性
】

国
内
総
生
産

(
G
D
P
)
比
で

み
た
公
的
債
務
が
将
来
に
わ
た

り
無
限
大
に
発
散
し
な
い
こ
と

を
も
っ
て
、
財
政
が
持
続
可
能

で
あ
る
と
い
う
。
名
目
成
長
率

が
名
目
金
利
よ
り
低
け
れ
ば
、

財
政
赤
字
を
出
し
続
け
る
と
財

政
は
持
続
不
可
能
と
な
る
。

同
じ
よ
う
な
家
計
か
ら
政
府
へ
の

所
得
移
転
が
起
き
る
。
こ
の
観
点

で
財
政
破
綻
は
財
政
再
建
と
同
じ

で
、
財
政
再
建
を
先
送
り
し
て
も

政
府
に
所
得
が
移
転
す
る
の
は
変

わ
ら
な
い
。
た
だ
こ
れ
は
、
国
債

や
金
融
資
産
を
保
有
す
る
家
計
か

ら
そ
れ
以
外
の
家
計
へ
の
所
得
移

転
と
同
等
な
の
で
、
そ
れ
だ
け
で

は
経
済
に
悪
影
響
が
あ
る
と
は
い

え
な
い
。

持
続
性
回
復
、
険
し
い
道

財
政
・
為
替
つ
な
ぐ
新
発
想
を

済
厚
生
上
の
コ
ス
ト
を
定
量
的
に

一示
す
こ
と
は
で
き
る
。
た
だ
「
財

政
破
綻
」
は
、
経
済
厚
生
上
、
ど

ん
な
コ
ス
ト
が
あ
る
の
か
わ
か
ら

な
い
。
そ
も
そ
も
こ
れ
ら
の
モ
デ

ル
で
は
、
財
政
破
綻
は
起
き
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
つ

ま
り
公
的
債
務
が
あ
る
上
限
に
達

す
る
と
、
自
動
的
に
増
税
が
行
わ

れ
る
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

機噺織品
噌
③
織
品
郁

だ
が
現
実
に
は
、
公
的
債
務
が

急
増
し
て
も
増
税
や
歳
出
削
減
が

で
き
な
い
可
能
性
は
低
く
な
い
。

そ
の
場
合
、
最
終
的
に
は
中
央
銀

行
が
国
債
を
買
わ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
だ
ろ
う
。
財
政
破
綻
と
は
こ

の
状
態
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
。

先
月
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
受

賞
し
た
米
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
の

ト
l
マ
ス
・
サ
ー
ジ
ェ
ン
ト
教
授

と
米
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
立
大
学

の
ニ
l
ル
・
ウ
ォ
レ
ス
教
授
は
、

政
府
が
放
漫
財
政
を
続
け
中
央
銀

行
が
大
量
の
国
債
買
い
入
れ
に
追

い
込
ま
れ
れ
ば
、
大
幅
な
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
る
と
1
9
8

1
年
の
論
文
で
理
論
的
に
示
し

た
。
中
央
銀
行
に
よ
る
国
債
買
い

入
れ
の
結
果
、
貨
幣
発
行
量
が
増

え
、
物
価
が
上
昇
す
る
わ
け
だ
。

米
シ
カ
ゴ
大
学
の
ジ
ョ
ン

・
コ

ク
ラ
ン
教
授
も
叩
年
の
論
文
で
、

財
政
赤
字
拡
大
が
続
け
ば
大
幅
な

イ
ン
フ
レ
が
起
き
る
と
し
て
、
リ

1
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
後
の
米
国
の

財
政
拡
張
政
策
を
批
判
す
る
。
2

つ
の
論
文
は
理
論
的
な
枠
組
み
は

異
な
る
が
、
財
政
破
綻
が
大
幅
な

イ
ン
フ
レ
を
も
た
ら
す
と
す
る
点

で
は
一
致
し
て

い
る
。イ

ン
フ
レ
に

よ
っ
て
家
計
の

金
融
資
産
の
価

値
は
目
減
り

し
、
政
府
の
債

務
の
実
質
負
担

が
減
る
。
結
果

的
に
、
消
費
税

の
大
幅
増
税
と

こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
は
、
大
幅
な
イ
ン
フ
レ
で
経

済
活
動
が
ゆ
が
め
ら
れ
る
こ
と

だ
。
つ
ま
り
財
政
破
綻
に
よ
っ
て

起
き
る
イ
ン
フ
レ
が
経
済
厚
生
に

及
ぼ
す
悪
影
響
を
測
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
高
イ

ン
フ
レ
の
コ
ス
ト
の
定
量
的
評
価

に
つ
い
て
は
、
研
究
者
の
聞
に
コ

ン
セ
ン
サ
ス
は
見
当
た
ら
な
い
。

先
進
国
に
つ
い
て
は
、
低
イ
ン
フ

レ
が
前
提
に
な
っ
て
お
り
、
財
政

破
綻
に
よ
る
大
幅
な
イ
ン
フ
レ
は

想
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。

中
南
米
諸
国
を
念
頭
に
置
い
た

高
イ
ン
フ
レ
経
済
の
モ
デ
ル
も
あ

る
が
、
そ
こ
で
は
イ
ン
フ
レ
率
の

上
昇
が
経
済
に
大
き
な
コ
ス
ト
を

も
た
ら
す
と
ア
ド
ホ
ッ
ク
(
暫
定

的
)
に
仮
定
し
、
損
失
関
数
を
よ設

定
し
て
い
る
。
米
メ
リ
l
ラ
ン
ド

大
学
の
ギ
レ
ル
モ

・
カ
ル
ボ
教
授

の
∞
∞
年
の
論
文
が
一
例
で
あ
る
。

イ
ン
フ
レ
の
ほ
か
に
、
財
政
破

綻
の
コ
ス
ト
と
し
て
今
の
欧
州
危

機
の
よ
う
な
銀
行
不
安
を
誘
発
す

る
点
も
見
逃
せ
な
い
。
財
政
破
綻

時
に
は
イ
ン
フ
レ
と
と
も
に
国
債

価
格
が
下
落
し
、
国
債
を
保
有
し

て
い
た
銀
行
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

が
段
損
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
貸
し

渋
り
や
取
り
付
け
な
ど
が
起
き
、

経
済
活
動
が
大
き
く
収
縮
す
る
。

こ
う
し
た
性
質
を
持
つ
経
済
モ
デ

ル
の
開
発
は
今
後
の
課
題
だ
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
財
政
破
綻
で

ど
の
程
度
の
経
済
コ
ス
ト
が
あ
る

の
か
明
ら
か
に
し
な
い
と
、
財
政

破
綻
回
避
に
向
け
増
税
を
行
う
べ

き
だ
と
、
説
得
力
を
持
っ
て
主
張

で
き
な
く
な
る
。
仮
に
財
政
破
綻

の
コ
ス
ト
が
増
税
の
コ
ス
ト
よ
り

小
さ
い
と
、
財
政
再
建
を
し
な
い

で
破
綻
に
至
る
方
が
ょ
い
と
い
う

結
論
に
な
っ
て
し
ま
う
。

移
多
品
噌

さ
て
、
日
本
や
米
国
を
対
象
と

し
た
財
政
問
題
の
既
存
研
究
は
、

閉
鎖
経
済
モ
デ
ル
で
考
え
る
こ
と

が
多
く
、
財
政
問
題
が
為
替
レ
ー

ト
を
通
じ
て
貿
易
や
国
際
資
本
移

動
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
あ
ま
り
考

察
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
一
般
に

イ
ン
フ
レ
は
通
貨
安
と
連
動
す

る
。
一
方
、
財
政
破
綻
は
大
幅
な

イ
ン
フ
レ
を
も
た
ら
す
か
ら
、
財

政
破
綻
が
近
づ
く
と
、
通
常
は
通

貨
が
安
く
な
る
。
そ
し
て
、
財
政

破
綻
で
通
貨
安
が
も
た
ら
さ
れ
る

と
、
輸
出
が
増
え
て
経
済
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
改
善
す
る
。

だ
が
日
本
の
財
政
問
題
と
為
替

レ
l
ト
の
関
係
は
特
異
で
あ
る
。

現
在
、
円
高
の
進
行
に
よ
り
輸

出
型
企
業
を
中
心
に
経
営
が
圧
迫

さ
れ
、
日
本
経
済
は
苦
し
め
ら
れ

て
い
る
。
一
方
、
公
的
債
務
は
先

進
国
の
中
で
最
悪
の
水
準
で
さ
ら

に
増
加
中
で
あ
る
。
今
の
財
政
が

持
続
不
可
能
な
の
は
明
ら
か
で
、

い
ず
れ
大
幅
な
イ
ン
フ
レ
と
円
安

に
な
る
リ
ス
ク
は
大
き
い
。
現
状

は
歴
史
的
な
円
高
だ
が
将
来
は
大

幅
な
円
安
と
な
る
リ
ス
ク
が
高
い

と
い
う
こ
と
が
、
日
本
の
財
政
問

題
と
為
替
レ
l
卜
の
関
係
が
有
す

る
ユ
ニ
ー
ク
な
点
で
あ
ろ
う
。

こ
の
状
況
に
対
し
、
円
高
か
ら

円
安
に
大
き
く
振
れ
る
リ
ス
ク
を

緩
和
す
る
政
策
が
考
え
ら
れ
る
。

詳
し
く
は
小
黒
一
正

・
一
橋
大
学

准
教
授
と
の
共
著
(
近
刊
)
に
譲

る
が
、
単
純
に
い
う
と
日
本
の
政

府
部
門
が
円
建
て
債
務
を
大
量
に

増
発
し
て
同
額
の
対
外
資
産

(外

貨
建
て
資
産
)
を
購
入
す
れ
ば
、

現
在
の
円
高
と
将
来
の
円
安
双
方

を
緩
和
す
る
政
策
効
果
が
同
還
ま

れ
る
。
こ
の
政
策
は
バ
ラ
ン
ス
シ

ー
ト
上
、
「
円
売
り
外
貨
買
い
」

の
為
替
介
入
と
同
じ
で
現
在
の
円

高
を
是
正
す
る
方
向
に
働
く
。
ま

た
現
時
点
で
政
府
部
門
の
対
外
資

産
を
増
や
し
て
お
く
と
、
将
来
の

円
安
時
に
政
府
は
為
替
差
益
を
得

て
財
政
が
改
善
す
る
。
こ
れ
が
将

来
の
円
安
リ
ス
ク
を
緩
和
す
る
。

先
月
、
岩
田
一
政

・
日
本
経
済

研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
が
政
府
の

国
家
戦
略
会
議
で
外
債
購
入
の
た

め
の
印
兆
円
規
模
の
基
金
創
設
を

提
言
し
た
。
こ
う
し
た
思
考
実
験

を
重
ね
、
財
政
破
綻
へ
の
備
え
と

為
替
政
策
を
連
関
さ
せ
た
新
た
な

政
策
ス
キ
I
ム
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

4
人
の
筆
者
が
交
代
で
執
筆
、

原
則
、
月
1
回
娼
載
し
ま
す
。
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
は
休
み
ま
し
た
。


